
第１章 計画策定の基本事項

第２章 施設の概要と維持管理履歴

計画策定の目的、計画の位置付け、計画期間、基本方針について記載しています。

①建替えと延命化の比較

⇒ 延命化を行う

②延命化の工事内容

・当該機器の機能回復

・省エネルギー化によるCO2排出量削減

③次期計画の検討課題

ア 延命化または建替えの検討

イ 第二次延命化計画における更新工事の内容

ウ 施設の減築の可能性

施設の概要と維持管理履歴についてまとめています。

P1～3

P4～10

立川市総合リサイクルセンター設備長寿命化計画（案）の概要

・次期機器寿命であり建物大規模

修繕（令和24（2042）年度）実施前

を長寿命化計画期間とする。

長寿命化後の躯体寿命

⇒令和48（2066）年度

立川市総合リサイクルセンター

設備長寿命化計画

（令和２（2020）年度～令和18（2036）年度）

次期計画

◆計画の位置付け◆

立川市一般廃棄物処理基本計画

（令和２（2020）年度

〜令和６（2024）年度）

立川市総合リサイクルセンター設備長寿命化計画

（令和２（2020）年度〜令和18（2036）年度）

循環型社会形成推進地域計画

（平成28（2016）年度

〜令和４（2022）年度）

◆計画期間◆

第３章 施設保全計画

機器の保全方式や機器別の管理についてまとめています。

P11～14

第４章 ストックマネジメント

ストックマネジメントについての確認や計画の工程、課題等

についてまとめています。（別紙参照）

P15～23

第５章 延命化計画

延命化の効果や延命化計画についてまとめています。

P24～49

LCC 比較検討結果（単位：千円） 

 延命化の場合 建替えの場合 

稼働開始年度 平成８年度 令和５年度 

延命目標年度 令和 18 年度 － 

LC
C
 

延命化工事費 

（社会的割引率考慮後） ① 

751,134 

（591,206） 
 

建設費 

（社会的割引率考慮後） ② 
 

3,600,000 

（2,505,991） 

点検補修費       ③ 461,296 422,271 

残
存
価
値 

現施設 0  

新施設      ④  1,253,000 

合計 

（①＋②＋③－④） 
1,052,502 1,675,262 

評価 ○ × 

 

第６章 まとめ

本計画についてまとめています。

P51

【国】

インフラ長寿命化基本計画

（平成25年策定）

インフラ長寿命化基本計画（行動計画）

（平成28年策定）

立川市公共施設等総合管理計画

（平成29年策定）

循環型社会形成推進基本法

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

循環型社会形成推進基本計画

循環型社会形成推進交付金交付要綱

令 和 ２ 年 1 2 月 1 0 日
環境建設委員会 報告資料 11-１
環境下水道部ごみ対策課

「廃棄物処理施設長寿命化総合計画策定の手引き（平成27（2015）

年３月改定）」及び「廃棄物処理施設の基幹的設備改良マニュアル

（令和元（2019）年５月改定）」に基づき策定



別紙 一般的な建物修繕の時期と設備長寿命化計画の実施時期の比較

延命化工事実施時期の考え方について（P2、P21）

① 建物躯体の延命化後の寿命である令和48（2066）年度建替（リサイクルセンター稼働から70年目）を計画期間とする

② 機器設備類の耐用年数は15～20年であるが、保全整備することで20～25年程度は健全な運転が可能である（機器保守事業者より）

③ ①の70年を機器寿命である20～25年で分割する（平成8年度から平成30年度までの23年間、平成31年度から令和23年度までの23年間、令和24年度から令和48年度までの24年間）

④ 機器設備類の寿命である各期間の切替わり前後に延命化工事を実施し、施設を安定的に稼働させる（それぞれ第一次延命化工事、第二次延命化工事とする）

⑤ 第二次延命化工事及び大規模改修または中規模改修の前である令和18年度をLCC検討対象期間終了年度とすることで、

１）建替を行うか、さらなる延命化を行うかの検討

２）延命化の場合、第二次延命化工事の内容、建物改修の内容、施設の減築の可能性を検討

いずれの場合にも対応できるよう期日的柔軟性を確保した

現在

▽

平成年 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78

令和年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

建築年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71

Ｄ評価改修 建替え

一般的な建物修繕

外壁改修工事

屋上防水改修工事 総合リサイクルセンター設備長寿命化計画

　改訂時に必要な検討課題

・施設劣化度を確認し、建替を行うか

・改修を実施するかを判断

・第二次延命化工事の内容

▼ ▼ ・施設の減築の可能性

建替え

総合リサイクルセンター
設備長寿命化計画

▲

LCC比較用　延命化目標年度

中規模改修 中規模改修

33,198,120

22,251,240

第一次延命化工事 第二次延命化工事

総合リサイクルセンター
設備長寿命化計画　策定

総合リサイクルセンター
設備長寿命化計画　改定

破集袋機補修工事 13,440,000

プラスチック等選別設備更新工事 88,515,000

H25年度 手選別コンベヤ増設工事 46,200,000

H26年度 不燃ごみ処理ライン選別設備設置工事 46,008,000

資源ごみ受入コンベヤ整備工事 20,196,000

計装設備補修工事 8,424,000

H28年度 缶プレス機更新工事 31,860,000

R２年度 - -

H29年度 - -

H30年度 圧縮梱包機更新工事 91,486,800

計
画

実
施
済

計 751,133,800

大規模改修
または

中規模改修

H24年度

H27年度

R３年度 クレーン更新工事 90,000,000

R４年度 破砕機類更新工事 300,000,000

H31年度 計量台貫更新工事 15,004,000

第二次延命化工事実施前に各種

課題について整理し、今後の総合

リサイクルセンターのあり方につ

いて検討を行う。


